
四
開
?

4

『
一
円
均
十
間
関
川
間
に
お
と
之
わ
れ

輔
た
町
長
と
町
議
会
滋
料
開
時
間
欠
選

咽

葬

〉

z
-
o
e
H
T
J
;
ζ

式
全
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?
i

嗣

詩

句
J
u
y
v翁
川

河

間

刊

E
D
2
?
1御
前
サ
4
治
相

判
以
民
が
待
選
さ
れ
間
引
絞
る
A
e
後

剛
関
印
刷
附
の
術
開
時
践
を
一
稔
す
と
と
に

』
戸
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に

咽
司
ヰ
ザ
IJf.正白ふ駒
3
も
ニ
附
は
リ
場
捻
向
、
dζ司
主
喰
筏
罷
〓
β

』炉F

ノ

?fすむ川
1
4
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は
凱
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山
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鴻点災拘いがか玄此当1
選
3
れ
ま
し
↑
に
仏
。

蜘
幾
祭
会
円
口
は
、
小
心
へ
紛
糾
に
品
開
戸
、

噸
ま
れ
ま
し
に
が
段
索
引
や
ほ
、

.R

申
十
九
・
山
門
一
パ
ー
た
ン
ト
で
前

'

i
、
{
]
ニ
与
え

J
3
t
t

岨

M
F間
科
い
こ
す
ノ
夕
刊
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υい
れ
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t
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eeeet'
叫
丸
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弘
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司
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同
今
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市
W

淡
殺
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投
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市
一
的
泌
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噌
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ま
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と
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協
火
殺
関
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約
(
久
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p
u
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J
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町
長
に
鈴
本
和
喜
氏
が
再
選

町
議
は
儲
久
酔

の納税2月

固定資麗税の4期分です

一
両
氏
が
当
選

務
河
川
投
渓
一
的
(
柑
府
川
間
小
学
校
〉

の
双
十
一
…
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト

が
綾
部
協
で
し
た
。

町
長
、
町
議
倫
相
欠
湖
臓
の
投
叩
明
治

が
ゆ
と
得
票
数
没
、
下
表
の
と
お

り
で
し
た
。

異
帯
乾
燥
に
注
意

昨
年
度
は
十
件
の
火
災

昨
年
時
同
会
附
閥
的
仰
に
火
災
件
数

焼
死
者
数
と
も
史
上
経
潟
と
い

わ
れ
今
年
中
に
入
っ
て
も
、
務
総

怖
に
火
災
が
猪
生
し
て
い
ま
す
が

ね
灼
孫
子
町
の
路
年
一
年
隠
の
町

内
火
災
状
況
は
次
ぬ
よ
う
に
で

て
い
ま
す
。

火
災
の
議
後
器
十
数
は
一
一
ト
仲
げ

で
…
内
げ
俸
の
一
一
一
十
七
件
に
く
ち

ベ
て

γ
っ
と
減
少
し
て
お
き
ま

す会

ζ

の
と
と
は
み
な
き
ん
の

火
災
予
防
に
対
ず
る
法
窓
口
か
完

全
で
あ
っ
た
と
と
を
総
絞
っ
て

い
る
こ
と
と
出
品
い
ま
す
。

制問符門
H
M
q
h
ぷ
に
つ
い
て
も
約

行
一
一
十
八
日
H
h拍
子
川
口
で
一
昨
以

〉

1
7
4
ユ
ヤ
ゴ
J
L
F
U
J

こ
:

ら
べ
て

T
ア
こ
や
は
く
れ
切
っ
て

お
れ
，
ま
す
、
↑

ヒ

ω一
…
盟
十
件
汁
心
火
災
内
容
は

縫
物
火
災
六
件
、
腕
梢
火
面
総
…

O
七
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
槻
偶

然
廷
判
制
緩
は
約
百
一
一
十
…
双
対

で
す
D

出仇に
u
仲
野
火
災
げ
が
九
件
、
焼

失
緩
抑
制
は
ム
ハ
ム
ハ
削
悶
八
、
笠
7
1

ψ

、
損
害
吋
見
同
地
制
剤
約
開
閉

vn
一
千

m
問
、
市
中
判
明
火
災
一
一
件
そ
の
抽
出
、
火

災
以
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

休
野
火
災
に
つ
い
て
は
一
昨
年

の
二
十
三
件
に
く
ら
べ
て
大
綴

比
減
少
し
て
お
り
、
と
れ
ば
約

前中川
W

品
開
去
や
火
災
チ
紛
に
つ
い

て
間
関
係
芥
出
同
様
の
仲
間
端
識
が
時
、
事

と
ど
い
に
ζ
と
と
自
国
い
ま
す
。

火
災
の
胤
加
政
ふ
を
地
問
時
郊
に
わ

け
て
み
ま
す
と
災
将
知
子
焔
区
十

+
件
(
出
口
訣
路
地
紛
糾
段
、
林
野
光
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奈
川
斡
一
て
そ
の
級
以
V

山
間
北
地

区
六
件
(
内
訳
波
数
州
、
鈴
併

問
問
、
そ
の
仙
沼
一
)
市
山
住
地
隊
一

向
門
出
川
知
肌
鞠
間
約
一
)
と
な
っ
で

お
り
ま
す
。
炎
、
火
災
の
発
中
一

を
、
泌
総
務
が
党
総
し
ん
に
浴
時
間
を

わ
け
て
み
ま
す
と
火
災
湾
問
問
浴

時
前
八
一
一
九
)
八
件
、
一
後
加

入
浴
泌
氏
件
、
宜
主
臨
時
議
日
対
流
作

示
後
問
問
相
川
…
一
体
と
な
っ
て
お
り

ま
ず
は
い
滋
純
刊
に
よ
っ
て
消

防
車
が
け
下
く
山
山
机
糊
す
れ
ば
そ
れ

だ
け
被
害
、
い
か
れ
グ
〈
て
す
み
ま

ナ
、
こ
れ
か
、
?
も
ま
だ
殺
さ
が

絞
き
絞
殺
し
た
H
V即
日
開
く
と
と

と
滋
い
ま
す
の
で
火
の
元
に
は

交
代
万
作
山
総
し
て
、
も
し
、
火
災

げ
か
草
加
生
し
た
ら
一
刻
も
い
く
消

防
努
へ
辿
絡
す
る
よ
う
ね
附
聞
い

をい
V
吟
小
中
ヲ
日

二
月
一
日

G 

電
話
自
動
齢
化
み
火
災
速
報

す
で

κお
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
滋
h
J

m
悶
話
が
自
動
化
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
火

災
紋
品
論
滋
線
開
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
お
緩
い
い
た
し

ま
す
。

、
淡
孫
子
地
区

〈
ダ
イ
ヤ
ル
化
泌
竣
)

で
は
(
八
一
一
〉
〈
八
八
〉

路
共
闘
別
後
h
h
惜
し
で

一
一
九
設
へ
。

後
捕
者
側
部

得

祭

数

二
、
初
為
抽
地
附
ぬ
か
ら
は
従
来
返

り
州
制
北
由
時
へ
山
申
し
込
み
…
…
火

溺
で
す
拙
同
時
間
盟
官
門
(
八
八
〉
一
一

一
…
一
七
務
U

へ
開
閉
い
ま
す
い

一
一
一
、
海
仲
脱
線
ば
か
ら
は
ひ
開
口
七

一
〈
人
ス
ν

…
一
日
一
一
七
議
ヘ

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
か
父
同
体
吋
〈
U

O
議
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
吋
火
殺

で
す
殺
孫
子
治
時
制
議
一
ハ
O
閲

七
4
m
八
二
万
一
一
二
七
務
)

へ
綴
い
ま
す
U

と
依
頼
し
た
後
火
災
鈴
紺
仰
の
緑

断
、
友
愛
口
口
擦
な
ど
に
つ
い
て

町長選者詳
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今
年
も
千
鶴
削
除
醐
理
業
基
本
潟

市
川
が
、
つ
ぜ
へ
ω部
別
組
関
で
お
と
な

わ
れ
ま
す
心
守
、
胸
縦
家

ω万々
一

は
、
よ
ろ
し
く
と
協
力
く
に

3

る
よ
ラ
お
緩
い
し
ま
ず
い

川
門
知
関
市
叶
一
新
日

鋭
利
判
決
ト
コ
ル
山
e

一H
勺
一
長
一
滋

和
問

h
w

議
古
川
対
象

付
帯
嘗
耕
地
阪
抑
制
U
炉
、
一
ハ
け
ア

i

N

(

…
口
止
余
)
以
上

ωーも

り
必
い
は
M

特
科
耕
地
制
限

い
か
、
…
ハ
U

ア
ー
ル
米
潟
字
山
し
た

は
掛
付
録
で
も
、
川
明
会
…
印
午
出
関

心
蹴
民
政
仙
刊
の
総
川
政
市
川
削
m
u
v
、

三
3
1
1
i
4
〉

i
j

-

1

ノ
uzpu九
}
J
u
s
t
h玖

ぷ
だ
内
容

農
業
基
本
調
査

段
祭
炎
、
相
純
N
H
耕
地
、
由
民
係

機
様
、
淡
作
物
、
京
選
、
援

が
盟
約
附
則
成
Mm
な
ど
、

持
制
調
交
の
万
淡

臨
蹴
業
統
計
絞
交
付
践
が
、
…
…
叫
円

ご
μ
か
ら
お
甘
口
俊
ま
で
の
州
問

κ.
対
柏
市
議
家
を
訪
問
し

て
、
出
向
き
と
か
総
刊
を
お
こ

々
い
ま
す
。

M
w
h
ね財閥い

と
の
調
布
も
、
仙
惜
の
統
計
約

伐
と
問
問
機
に
、
総
料
河
に
統
制
削

円以外

ω川
口
約
に
は
俊
民
い
た

し
ま
す
λ
ω
で
、
み

h
の
ま

ま一

ω支
持
用
者
山
猿
消
し
て
く
だ

さ
ろ
ょ
う
お
断
聞
い
し
ま
す
ら

新
本
青
年
館

宿
通
り
排
水
工

弱
点
e

青
年
制
山
知
山
被
γ
れい一?と総

論端れツ凶訓水工.山ド
ψ
入
ぬ
が
、
一

月
十
一

-
H行
お
れ
、
部
哨
本
河
川
小

路
一
税
務
況
が
は
、
ヱ
耕
民
五
七
四

万
円
で
級
以
ヱ
昨
防
火
山
〈
取
点
郊

幻
一
戸
川
川
町
防
災
・
小
波
双

ω
…
八
V

K
落
札
、
一
月
二
十
日
C
ゅうか

ら
ヱ
ぶ
伝
説
引
工
す
る
渡
ぴ
と
伝

っ
て
わ
相
き
ま
す
。

後
築
工
引

ω山内府什
N
M
、
従
量

鉄
筋
卒
採
片
時
三
分
一
、
浅
い
ね
平

万
米
で
、
お
索
開
問
、
山
知
協
間
燦
一

そ
り
他
山
路
蕊
九
が
ち
な
っ
て
い

訓
問
問
問
哨
智
へ
桝
槻
迷
絡
〈
ど
き
い
。

潟
務
総
拍
端
附
悼
の
噌
国
務
で
一
一
九

番
を
認
す
と
削
州
川
間
町
役
協
明
抽
出
隊

回
開
花
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
分
割
出
品
W

毅
制
州
も
あ
り

ま
す
の
で
布
佐
議
吋
協
に
於
い
て

は
ま
ず
冷
校
交
演
へ
連
絡
し
支

所
か
ら
約
絞
殺
へ
迷
絡
し
て
い

た
だ
〈
ぬ
も
ご
ぷ
仲
間
で
ず
c

父
、
部
開
花
綴
阪
に
於
い
て
は

本
緑
地
点
柄
引
期
間
北
電
議
開
閣
が
災
時
刷

協
鮒
純
化
す
れ
ば
我
孫
子
線
開
協
と

閥
均
じ
く
筋
蒋
な
し
一
一
九
穫
で

湾
総
議
へ
淡
紛
で
き
る
よ
う

κ

な
り
ま
す
c

火災総綴なんで火f誌を知った出

工

ま
す
c
ま
た
、
積
、
通
り
悼
排
水
工
務
は

一
ム
掛
川
波
一
一
一
万
円
で
、
婆
同
開
発

ヱ
ポ
以
式
会
社
〈
山
制
緩
子
官
時
我

孫
子
新
悶
同
一
点
二
W
口
一
〉
に
落
札

し
、
た
だ
ち
に
之
務
に
品
調
γ
ふい

た
し
ま
し
た
。
工
務
市
内
線
は
、

脳
陣
後
七

0
0出
卒
、
前
一
・
一
…
米

ω総
点
肘
聞
で
鈴
木
田
島
本
市
出
劫
聞
か

ら
孜
孫
子
制
税
関
山

κ巡
じ
る
排
水

山間
T
占
禁
で
す
じ
い
づ
れ
も
、
一
ニ

対
中
広
完
成
す
る
ゑ
込
み
で

す。

500 



( 2 )一一一一

所
持
税
・
個
人
事
業
税
・
住
民
説

二
月
十
沼
闘
に
説
明
会

串

告

は

一

一

一

月

十

五

日

ま

で

に
。
一
政
相
付
制
制
の
約
数
字
、
.
2
ム一

同
月
十
六
問
問
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
の
創
的
伝
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

一
脇
町
民
総
数
が
拍
同
時
措
な
か
に
で

線
約
の
条
山
仲
げ
た
あ
て
は
ま
る
か

た
は
分
制
し
て
総
数
ず
る
ζ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
と
税
制
緩
下
さ

、。L
 O
唱
地
付
令
後
け
ら
れ
る
か
た

は
:
i
i
な
る
べ
く
早
く
(
で

き
る
だ
け
二
銭
来
日
ご
ろ
ま
で

に
〉
僚
き
し
て
下
さ
い
。
術
品
叫

が
お
く
れ
ま
す
と
支
払
い
が
お

く
れ
る
場
合
も
ゐ
ち
ま
す
。

正
し
い
出
附
畿
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
氏
、
出
附
鈴
議
会
議
き
か
た

な
ど

κつ
い
て
、
次
の
誌
担
悦
で

災
組
問
制
締
附
閉
会
を
開
附
間
い
た
し
玄

す
dmwe
で
ぜ
ひ
会
場
に
お
い
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
'
3

日
目
口
H一
一
湾
十
時
出
門
問

時
間午
後

こ 刺殺必修2il1El発行

品
恒
三
副
棋
の
市
中
部
同
盟
中
級
の
…
本
法
制
民
組
揺
れ
交
妨
げ
い
そ
れ
ぞ
れ
援

ル

刊

に

つ

い

て

似

し

て

い

た

だ

く

と

と

K
なれノ

今
関
紛
糾
欄
殺
の
市
申
告
手
続
を
ま
す
か
ち
ご
仲
結
構
脇
下
さ
い
。

開削附附仲

W
Tる
た
め
、
品
地
中
刀
制
措
法
、
燃
敗
北
高
緩
め
掃
提
出
向
嗣
期
限

蜘鵬日行令

ω
一
部
が
改
涼
き
れ
、
所
得
税
の
確
定
の
務
災
は
i

本
部
十
か
ら
所
得
税
の
後
滋
ホ
然

i
i
二
月
十
六
日
か
ら
公
粋
子

鼎
訟
を
相
暗
山
叫
す
る
か
た
に
つ
い
て
目
立
百
ま
で
。

は
、
同
情
人
家
鴨
用
制
制
mw
附
胤
悶
替
お
加
間
人
一
一
敏
知
地
税

の
出
足
郁
容
は

よ
び
佳
同
関
税
〈
附
例
人
分
〉
の
市
甲
料
用
附
問
問
時
制
制

肱
同
議
春
樹
党
出
向
す
る
必
端
宏
が
な
く
:
:
:
!
公
開
月
十
一
札
日
ま
で
e

な
り
ま
し
た
G
ζ

れ
に
伴
い
、
ご
仲
出
議

所
得
税
の
篠
定
申
告
審
の
古
紙
溺

ψ
山
明
袋
容
認
識
輔
の
災
・
域
に
は

に
「
伐
関
税
・
一
車
業
務
花
期
間
ず
あ
ず
、
ふ
り
い
か
な
を
叫
対
し
て
下

る
議
議
」
開
聞
を
設
け
て
あ
ち
ま
き
い
。

す
か
ち
、

ζ

の組側

κ必
子
決
定
ぬ
一
一
一
月
十
日
以
州
刑
は
叫
ん
納
戦
前
間

の
一
一
事
務
を
総
緩
急
れ
る
よ
う
お
に
窓
口
が
す
い
て
い
ま
ず
か
ら

綴

い

し

ま

す

。

市

止

悶

に

お

い

で

κな
る
か
に
は

な
お
淡
終
判
棋
の
出
申
告
義
務
は
な
る
べ
く
問
中
仏
り
に
お
い
で
く
い
に

な
い
が
、
袋
入
事
業
務
ま
た
は
吉
い
。

淡
町
民
税
(
偶
人
分
)
m
w
尚
早
仲
税
務
俊
一
弘
同
月
十
一
一
日
M
m
w
g
続
け
口
も
エ
ユ

i
カ
ツ
ス
ル
務
と
い
う
と
の
病
気
は
亦
燃
に
む
陥
没
カ

緩
い
か
あ
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
山
巾
肱
間
設
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
言
葉
を
よ
く
媛
か
れ
ま
す
が
、
げ
が
強
く
、

ζ

の
病
縦
訓
に
か
か
る

従
来
ど
お
ち
個
人
犠
綿
織
制
倒
的
W

織

す

。

ζ
れ
は
ア
メ
ヲ
台
、
“
一
品

1
カ
と
局
一
銭
高
官
パ
汁
同
日
一
円
問
機
伎
で
会

告
書
問
用
紙
は
策
泌
総
災
出
川
県
献
町
一
高
一
申
告
と
帥
刺
殺
に
つ
い
て
の
ツ
ス
ル
地
方
守
総
品
り
て
発
見
さ
減
し
て
し
設
い
ま
す
e

ま
た
一

回
偶
数
〈
怨
人
分
〉
mw
綴

絞

殺

間

同

紙

お

綴

い

れ

た

織

の

機

材

泊

で

す

。

つ

の

然

食

だ

け

で

な

く

他

の

鶏

一

塁

言

葉

は

、

百

十

し

ま

し

た

し

、

ま

た

十

二

早

も

の

と

事

込

ま

れ

た

た

あ

る

こ

と

が

わ

か

り

全

雲

主

忠

一
…
ね
鈴
午
後
一
一
一
袴
に
従
来
の
我
線
一
け
の
第
一
宮
小
学
校
講
蛍
に
お
夜
、
年
賀
状
な
ど
K
防
総
し
閉
仰
の
完
了
を
待
た
ず
に
約
七
織
の
一

プ
寸
郡
出
祝
日
開
と
務
鐙
認
知
震
の
榊
階
刈
削
げ
る
誘
拐
会
で
も
関
山
知
い
に
し
絡
し
て
し
ま
っ
た
附
聞
も
…
綴

κ
ぉ
…
時
的
を
枠
内
っ
て
と
り
あ
え
ず
約
一

一九一一一

O
の
同
回
数
と
拡
制
緩
開
問
滋
…
ま
し
た
。
は
あ
っ
た
模
様
で
あ
ち
ま
す
。
隠
し
、
残
ち
の
一
ニ
細
川
氏
つ
い
て
一

一
次
分
大
沼
閥
、
合
約
つ
お
七
鳴
門
ま
た
鶴
田
開
品
約
伐
の
十
川
一
日
午
当
局
mw
桝
開
屈
斜
予
交
に
つ
き
ま
は
十
間
関
口
同
以
降
月
仰
木
ま
で
に
鍔
一

一
mw
間
関
描
脱
者
行
な
い
と
同
時
十
二
分
後
に
は
瓜
級
制
胤
マ
即
時
間
刊
を
念
の
し
て
は
、
会
制
仰
心
ぷ
惑
が
一
月
過
し
ま
し
た
む
一

一
然
豪
州
抑
放
附
附
捕
糊
で
き
ま
し
た
。
た
め
開
周
知
す
る
な
ど
で
き
る
だ
栄
溶
か
か
る
た
き
一
同
月
冷
何
弔
問
桝
今
後
は
ζ

の
よ
う
な
こ
と
の
一

士
刈
織
の
総
数
ヱ
一
一
事
に
対
す
る
二
け
の
湾
カ
を
い
た
し
ま
し
た
の
に
潟
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
滋
な
い
よ
う
気
分
死
一
続
発
し
て
や
一

一
年
閣
に
や
た
る
長
い
悶
の
協
力

asz
じ

っ

て

い

き

た

い

と

穿

じ

ま

す

が

叩

セ

ぞ

ま

し

て

淳

よ

設

し

電

報

電

話

開

通

式

の

あ

い

さ

つ

言

も

少

人

数

量

で

も

あ

き

一

一

上

げ

ま

す

。

ま

た

新

胡

腕

鈴

滋

一

一

ま

た

開

開

局

泣

17か
な
れ
な
ぷ
も
一

一

次

分

五

去

に

つ

並

哀

し

で

も

我

琴

平

給

付

義

務

隊

長

塚

本

省

一

一

一

多

く

?

と

行

?

ど

か

な

い

一

-

予

定

遂

り

問

問

潮

崎

い

た

し

ま

し

と

と

も

み

る

か

と

総

い

ま

す

の

一

一
た
。
な
お
、

ιι
さ
一
次
箆
遂
で
、
充
分
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
町
の
憾
時
闘
機
僚
が
き
か
め
て
惑
で
、
ど
う
ぞ
お
符
フ
き
の
点
に
一

一品
N
m
w
方
に
は
一
部
周
知
の
方
法
て
お
る
も

ωと
考
え
て
い
た
訳
く
、
疑
い
闘
で
不
便
を
お
か
げ
つ
き
ま
し
℃
は
、
私
あ
て
に
盟
国
一

…
が
光
分
ぞ
な
か
っ
た
た
め
念
郊
で
み
ち
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
い
た
し
て
お
り
、
ま
た
数
年
来
総
か
は
が
き
で
と
遂
絡
く
だ
き
…

…
が
十
三
世
間
に
間
同
時
に
関
滋
す
る
二
織
に
は
出
席
さ
れ
た
だ
が
山
爆
に
わ
た
る
地
元
関
係
為
的
協
の
一
い
。
以
上
の
次
第
で
あ
ち
ま
す
町

一
ー
も
の
と
談
開
肝
さ
れ
た
万
が
あ
り
放
の
中
々
に
も
充
分
巡
絡
き
れ
な
お
も
尽
く
ダ
イ
ヤ
ル
ル
仰
と
い
う
の
で
今
後
と
も
み
な
き
ま
の
と
山

γ広
し
て
裁
に
溶
憾
に
符
わ
℃
お
か
っ
た
務
会
主
ゐ
ち
、
ま
た
品
川
褒
蒙
も
地
帯
滋
い
た
し
ま
し
げ
し
検
出
指
導
、
と
協
力
ご
受
納
械
の
ほ
ど
一

向
、
り
ま
す
。
こ
の
と
と
に
つ
き
ま
り
に
も
ダ
イ
ヤ
舟
緩
総
開
閉
濁
の
」
討
い
た
し
ま
し
た
紛
然
、
率
托
を
当
蕗
滋
災
一
関
告
代
議
い
た
一

一
し
で
は
「
以
湖
特
あ
ぴ
こ
い
の
十
日
時
告
後
糊
糊
し
た
た
め
に
た
だ
も
均
一
閲
刊
の
縫
合
同
同
一
一
次
の
間
還
し
ま
し
て
お
緩
い
痢
し
上
げ
ま
一

一
一
月
一
日
脇
市
で
も
長
出
向
い
た
閣
議
会
書
官
室
す
る
以
前
語
学
る
ζ
と
が
で
き
ず
c

一

時
よ
ち
制
問
持
ま
で

和
的
孫
子
第
一
小
学
校
総
数
一

ご
出
席
の
務
に
は
き
き
に
お

滋
ち
し
た
忠
告
数
別
紙
報
告
お

持
ち
下
さ
い
。
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生さまを
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Q) 

後
へ
も
柑
E
M訓
伝
染
す
忍
と
い
う

殺
し
い
殺
気
で
す
。
日
以
齢
的
泌
総

で
は
、
径
一
戸
、
的
、
川
m
m限
、
出
向

的
問
符
と
同
開
下
お
よ
ぴ
波
紋
ほ
仰

に
発
注
し
て
わ
紛
争
設
す
υ

と
の
機
付
殺
の
一
波
紋
叶
司
、
。
絞

閉
山
告
す
る
。
。
事
判
官
戸
を
渇
す
る

な
ど
が
主
位
窓
枠
帆
で
、
と
の
病

気
の
予
防
法
と
し
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
繍
が
一
校
滋
れ

が
あ
ち
ま
す
。
そ

ω仙限付札凶同九地

放
な
地
域
に
は
日
必
ず
か
な
い
こ

と
。
ま
た
外
絡
の
も
の
を
あ
ま

ち
鶏
舎
K
近
ず
け
な
い
こ
と
。

組
問
舎
の
出
入
門
刊
に
は
、
必
ず

総
務
総
お
い
湾
総
し
て
消
議
を
同
部

必
ず
る
よ
う

κす
ろ
な
ど
ふ
だ

ん
の
総
蕊
が
大
弱
で
す
υ

なわ持、

ζ

の
病
気
は
識
だ
け

で
な
く
嗣
開
設
問
m
m
w
小
ぬ
な
ど
に

も
伝
染
し
ま
す
A
W
で
波
紋
し
て

く
だ
さ
い
。

町

一

斉

に

、

不

ズ

ミ

退

治

二

丹

十

六

日

か

ら

一

一

一

日

間

ヰ
ズ
ミ
は
衣
食
係
会
帥
献
花
れ
が

に
っ
て
経
済
上
多
く
の
納
税
答
品
、

与
え
る
お
に
け
で
は
な
く
、
会
市

議
、
中
部
然
、
ワ
イ
ル
病
な
ど
の

な
か
だ
ち
を
し
て
、
門
誌
山
被
荷
山
生

ト
ム
に
も
多
大
な
被
告
を
い
守
ぇ
、

わ
た
く
し
た
ち
の
生
添
を
恋
し

く
閥
的
脅
し
ま
す
診
そ
rh
で
、
ー
ネ

ズ
主
に
よ
る
波
容
を
悦
郎
氏
し
、

あ
か
る
い
仲
間
み
よ
い
織
づ
く
ち

吾
遂
め
る
た
め
会
鈎
…
湾
に
次

の
望
と
お
り
ネ
ズ
主
駆
除
を
お
と

ん
芯
い
い
ま
す
Q

V
爆〈焼脳制掛間関

一
一
足
十
六
円
口
J
十
八
U

刊
の
ご

日間同

胃

v
実
振
区
同
構

町
内
の
余
憤
惨
な
ら
び
A
A
斜

地亨拘
問
問
川
北
熟
期
刑

府
部
卒
、
ス
ミ

l
閉
山
形
安
全
効
イ

ラ
ズ
(
ク
マ
ヲ
ン
常
的
制
収
以
前
〉

野
ネ
X
ミ
モ
ノ
ブ
ヰ
:
ル

酢
時
間
ナ
ト
ヲ
品
ム
(
ワ
ラ
ト

i
レ
〉

V
脚
閥
抗
附
刀
法

脚
部
ネ
ズ
ミ
!
ネ
ズ
ミ
が
山
山
て

昨
年
お

ζ
な
わ
れ

た
「
赤
い

滋
被
共
河

募
金
L

、

「也邸中広貼掛

け
合
い
議

紛
い
は
み

な
窓
ま
の

綴
か
い
協

力
げ
い
よ
り

問
料
怨
一
泌
を

と
問
問
る
成

田
耶
を
あ
，
け

ありがとうございました

芸美栄助け合い運動ニ:

5室長愛した国営高野山排水名義

き
そ
う
々
所
に
十
約
程
度
お

く
a

〈
台
所
、
下
水
付
近
、
俊

一
敗
、
的
判
後
き
、
十
品
目
の
問
、
仏

穏
な
ど
の
物
h
r
Eけ
が
度
い
〉

脳
同
ネ
ズ
ミ

l
各
務
泌
総
会
ぬ

の
指
示
に
し
た
が
っ
℃
く
ピ

必

J
C

、c
亨
蜘
強
制
荊
の
紛
和
叩
万
片
山

山
部
ネ
ズ
ミ
附
刊
は
各
社
会
計
制
後

災
綴
級
品
作
長
か
ら
、
附
判
ネ
ズ

ミ
脱
出
は
各
時
間
添
加
制
念
日
間
か
ら

秘
布
し
ま
す
。

V
注
意
一
挙
渓

バ日V

効
間
市
を
あ
げ
る
に
は
則
、
い

っ
せ
い
に
崎
光
州
則
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

依
拠
刈
ヰ
ズ
E
邸
除
薬
剤
片
問
、

人
や
家
γ
習
に
た
い
へ
ん
心
村
山
口
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12月の人仁I動怒

(労) (女) mJ 
ul 主主犯人 18人 41人
転 入 1以告人 153人 309人

死亡 11人 11人 22人

転 出 7告人 84人 16:1人

事長人!依存 881ft寺井
総投jllt椛 24役務ぎ

で
す
か
ら
険
料
開
い
比
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
怒
し
て
く
だ
さ
い
b

低
)
附
航
路
実
融
郷
後
の
抑
制
は
危
険

で
す
か
ら
二
巡
灼
く
ら
い
忠

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と

止
も
K
、
犬
や
家
官
市
は
必
ず

つ
な
い
で
お
く
に
と
ャ

電

報

む

わ

か

ち

や

す

く

玄

関

絡

に

は

表

札

を

表

示

し

て

く

だ

さ

い

斡
地
繍
刊
は
ご
刻
を
争
う
よ
う
な

繁
ゑ
の
税
金
氏
名
一
く
利
用
問
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
電
報
の
脚
内
名
一
小

売
分
の
も
の
が
持
制
前
広
多
く
、

榊
略
報
潔
逮
震
は
附
闘
っ
て
お
り
ま

す。
例
へ
ば
「
品
料
W

悌
ザ
寸
断
叫
熊
野
市
太

郊
い
と
附
叫
ん
制
名
、
議
柏
崎
も
な
く

篠
田
中
に
総
統
き
れ
て
き
ま
す
が

災
総
与
釘
の
場
合
我
孫
子
潟
、

出
棋
や
持
問
錦
、
回
開
一
治
局
の
玄
関
叫
が
阪
本
年
一
一
月
下
旬
血
液
波
紋
渓

畿
ご
と
に
受
持
っ
て
い
ま
す
の
を
笑
泌
す
る
予
定
で
す
が
、
市
中

で
宛
名
い
か
不
気
分
の
鴻
合
成
問
込
人
員
犯
よ
っ
て
、
会
胤
鳴
を
た

局
阿
倍
歳
出
州
派
閥
制
、
あ
る
い
は
柏
診
た
ち
、
僚
級
品
ル
と
の
漣
絡
を

凹
朗
経
市
閃
捌
制
税
関
却
と
、
い
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
き
ま
せ
ん
の

き
た
り
し
ま
す
の
で
大
変
持
習
で
、
は
が
き
に
仲
官
級
、
長
名
、
年

も
か
か
り
、

M
入
国
遼
不
絞
め
絡
ん
判
〈
W

閣
総
で
毛
よ
い
〉
を
警
い

幾
と
も
忽
ち
ま
す
の
で
、
録
制
戦
℃
、
役
場
へ
二
月
十
円
日
〈
崎
市
似

る
ζ
と
が
で
き
ま
し
に
“
生
活
保
護
家
縫
へ
十
七
万
口
…
…
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入
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銭
糸
叫
桝
げ
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抑
制
い
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手
二
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丹
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附
綴
淡
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十
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戸
別
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ax十
六
万
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万
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百
段
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総
入
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者
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四
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十
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人
募
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十
八
結
後
問
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制
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入
綴
名
へ
十
万
三
千

万
九
千
九
双
一
一
一
十
二
行
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人
波
潟
附
問
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人
ホ
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ム
ヘ
一
万

綴附削
H
五
万
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千
三
否
六
十
開
閉

h
v
L
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内
、
制
見
蒙
施
設
へ
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万
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丹
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叫
議
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円
験
器
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R
一
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方
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繍
制
緩
児
童
'
傷
渓
寝
入
A
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双
子
七
百
五
十
六
m
問
、
絞
入
会
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品
国
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千
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口

計
六
十
二
万
九
千
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双
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十
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収
共
闘
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募
金

久
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尚
一
一
百
本
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一
一
万
八
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本
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金
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名
川
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正
悦
献
に
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す
る
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う
お
綴
い
し
ま
す
。
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初
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郵
便
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冠
制
刊
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間
関
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燃
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え
芳
向
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柑
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に
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ま
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先
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仏
関
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ど
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紙
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だ
き
る

よ
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問
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ま
す
。

市
山
液
型
検
査

有
効
)
ま
で
腐
げ
て
下
さ
い
。

ζ
A
W
伸機中立は
R
h
マ
イ
ナ
ス

な
ど
の
議
淡
媛
、
も
わ
か
る
精
密

検
波
で
す
。
が
〈
遂
事
故
や
万
一

の
械
や
げ
に
そ
な
え
て
品
罰
百
を
受

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

前
町
清
掃
職
疑
祭
給
紫

務
総
務
級
戦
闘
附
を
次
の
と
お

ち
纂
樹
慨
し
ま
す
。

V
樹
齢
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湾
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。
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。
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。
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。
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